第３号様式（第８条関係）

鎌ケ谷市市民活動応援補助金事業計画書
１　事業の名称

	


２　事業の目的
　（１）　該当する項目をチェックしてください。

　　ア　□この事業の目的は、地域社会が抱える課題の解決を図ることです。

　　イ　□この事業の目的は、地域の活性化などのまちを今よりもより良くすること
です。

　（２）　事業を実施する目的を具体的に記入してください。
	この事業を実施することで解決又は改善される課題、まちがどのように良くなるのか、期待される成果等を具体的に記入してください。


	上記の目的を一言（キャッチフレーズ）で記入してください。

	


３　事業の対象者・受益者

	


４　事業の内容

	

	目的を達成するための仕掛けや工夫等があれば記入してください。

	


５　新規事業・拡充事業の別
　（１）　該当する項目をチェックしてください。

　　ア　□団体が新たに実施する事業

　　イ　□団体が既存の事業を拡充し、又は発展させる事業

　（２）　「イ　団体が既存の事業を拡充し、又は発展させる事業」をチェックした団体のみ、既存事業をどのように拡充・発展させているか、具体的に記入してください。
	単に「イベントの回数を○○回に増やす」といったものではなく、目的を達成するために何を、どのように拡充・発展させるのかを記入してください。



６　事業の遂行能力（事業の実施に当たり、団体が持っている強み）
	団体の活動分野や特徴、強み、これまで培ってきたノウハウ、経験等を踏まえ、団体がこの事業を行う理由について具体的に記入してください。協働事業型補助金を申請している場合は、協働相手も同様に記入してください。




７　協働の必要性及び効果（協働事業型補助金の申請の場合のみ記入してください。）
	協働により事業を実施することでどのような効果が生まれるか、お互いの足りない部分を補えるか等を記入してください。



	申請団体の役割
	

	協働相手の役割
（　　　　　　）
	


８　事業の実施体制
	（１）総括責任者
	

	（２）個別事業ごとの責任者及びスタッフ等の人数
	

	（３）外部講師、有償ボランティア、コーディネーター等の人数
	


９　補助金を活用して事業を実施する期間及びスケジュール
　（１）　実施期間
	　　　　年　　　　月　　　　日　　～　　　　年　　　　月　　　　日


　（２）　スケジュール
	１年目
	時期
	実施内容

	２年目
	
	

	３年目
	
	


１０　事業の自走・発展
	補助金の活用後、この事業をどのように自走させていくのか、具体的に記入してください。また、目的の達成に向け、補助金の活用後、この事業をどのように発展させていくのか、併せて記入してください。



１１　事業の周知方法

　該当する項目をチェックしてください。

　（１）　□広報かまがやへの掲載

　（２）　□インターネットを活用した情報発信（ホームページ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ
等）
　（３）　□チラシの作成・配布（配布先：　　　　　　　　　　　　　　　　）

　（４）　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１２　事業の改善点（複数回目の申請の場合のみ記入してください。）

　該当する項目をチェックしてください（どちらにも該当しない場合は、チェック不
要です。）。

　（１）　□前回の補助金交付決定時に意見あり

　（２）　□前回の補助金交付決定時に条件あり

	これまでにこの事業を実施した際に生じた課題等を踏まえ、改善点や工夫する点を記入してください。



１３　予算概要（補助金の申請に係る事業に関するもの）

　（１）　支出の部

	科　　目
	金　額（円）
	内　　訳

	補助金交付対象経費
	
	
	

	
	合　　計（Ａ）
	
	

	その他経費
	
	
	

	
	合　　計（Ｂ）
	
	

	合計額（Ｃ）＝
（Ａ＋Ｂ）
	
	


　（２）　収入の部

	科　　目
	金　額（円）
	内　　訳

	
	
	

	合　　計
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